













蒜驚許諾覧 岡田幸彦   
Corstenサービス・マネジ＼メント諭に内在する  
生産諭的思考とその意義に閲す■る考察  
















いるかを考察したい。   
はじめにドイツ語圏のサービス研究とその中  






役割を果たし，どのようなメリットを生み出し   




















り入れながら独自の理論体系を構築している。   
本稿は，現在のドイツ経営経済学において生  











HanSCorsten教授である。   
Corstenは，生産経済論（Produktionswirtschaft，  
Production Management）の研究者で，ドイツ語  
圏の生産論研究において設備等のキャパシティ  
利用問題に関して多くの研究業績を残した  























2．ドイツ語圏のサービス研究と   

























Maleri達である。   
近年では，マーケテイング論派と生産論派の  
相互作用に加え，生産論派のサービス研究と英  
3．Corstenのサービス研究の変容   
1990年の著作を転機に，Corstenは自身のサ  
産業擬理Vol．65No．3（’05．10）1柑   
という3つの外部生産要素を識別した（Maleri  


























プション（strategisehe Optionen）であることを  
指摘するに至る（Corsten［1991，S．180．］）。この  
戦略的オプションが「活動の外部化」である（。  



























































112．）ごノ そして7段階モデルをもとに，原価作糊  
因の分析（S．178－1糾．），適応方法の検討（S．  
182．）．サービス原価計算のあi）方に対する提言  



















図表2 Corstenの多段階サービス生産モデル  
外部要素へ具現化  
産業経理Vol．65No．3 し－05．H＝121   
出所：Corsten［2001．S，139，〕  































duktivitat der1月istungsbereitschaft）と最終結合生  
産性（Produktivit翫derEndkombination）という2  















3．4 生産論的思考とその成果  













「生産モデルおよび活動の外部化」と「原価   
図表4「活動の外部化」の原価関数  理論および原価管理」の問の接点は，Corsten  
［1991］で取り上げられた「活動の外部化」  
に関する原価関数にある 欄表4）。この原  
価関数は，自身が提案した活動の代替曲線 最大原価  
を基礎とした概念的な関数である。   
Corsten［2001］では，図表4の会計単位 最低原価  
原価を節約可能な  
範囲  




























ことが説明される（S．278．）。   
ここでCorstenは，「ここでサービス企業では，  
可能な原価低減方法のための独特のやり方が考  
えられる。すでに触れた外部要素の統合（の観   
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ルを基礎に各論を議論するという生産論派のサ  


































み寄った沸1晦 従来の生産論派のサービス研究   
善することにより，間接的な給付領域におい   
ても共通費の構造を詳細化し，コストを発生   
させているプロセスを識別する。これにより   
プロセス原価計算は，プロセス指向でコスト   
を計算し，設定された目標原価に注意を払い   
ながら厳密なコスト指向でプロセスを構築す   



























つながりというGutenberg的思考と，生産モデ   
1封＝岡田幸彦）  
では，サービス組織の経営上の諸問題を包括的  















（2）サービス原価企画研究へのインプリケーシ   































と考えられる。   
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注（1）ドイツ軽骨経済学における生産理論は，生産   
モデルと生産関数からなる。生産モデルとは，「イ   
ンプット＝〉生産プロセス＝〉アウトプット」関係を   
表すもので，生産関数の基礎となる概念モデルの   
ことである（Wbhe und D6ring［2002，S．343・   
346］）。そのため生産モデルは，言語的に記述され   
たもの，関数や図として記述されたものなど多様   
な形式で表現される（von Colbe und hβmann  
［1975，S．72．］）。  
往（2）この文献は，前述したCorsten［1988，1990］   
の改訂版であるが．その内容は大きく様変わりし   
ている。彼は，自身のサービス研究の成果と英語   
圏のサービス・マネジメント論の蓄積を融合する   
かたちで，『サービス・マネジメント（Dienstleis－   
tungsmanagement）』と書名を改め大幅に改訂した   
第3版を出版する（Corsten［1997］）。Corsten［2001］   
はその敢新の第4版である。  
性（3）厳密に言うと，顧客に活動を任せることを外   
部化，その反対にサービス提供者自身が括動を行   
うことを内部化（Internalisierung）という。これ   
ら2つの概念はいわゆるコインの喪家の関係にあ   
るため，基本的に本稿では一括して「活動の外部   
化」と表現する。  
注（4）Ca叩［1974，S．37－40．〕は，サービス捉供シス   
テムをサービス提供対象の状態を変換するプロセ   
スとして捉えるべきであると主張している。しか   
しこれは表現上の問題で，サービス提供システム   
を価値の生産という視点から観察するという点で   
Maleriの主張と本質的になんら変わらない。  
注（5）生産管理では生産性の管理についての議論で  
「活動の外部化」概念が登場する。そこでは，事前   
結合生産性（Produktivit点tsderVbrkombination）に   
関しては揺供準備の適切な利用，毅終結合生産性   
に関しては「活動の外部化」によって短期的に生   
産性を高めることが可能であることが指摘されて   
いる（S．154－158．）。事前結合生産性とは，Corsten  
［1994］でいう擢供準備生産性のことである。また，   
生産性の基本水準を変えるための手段として，「活   
動の外部化」，サービス・プロセスの変更，機械化   
が議論されている（S．159－165．）。ここで，「活動   
の外部化」とプロセスの変更が独立して議論され，   
まず最初に「活動の外部化」を説明しているのは，   
Corstenが「活動の外部化」概念を強調したいため   
であると考えられる。  
－一方マーケテイング管理では，Corsten［1990］   
と同様に，顧客とサービス提供者の結びつきの度   
合いによってサービスを差別化できることが指摘   
されている（S．340－343，366．）。加えて，「活動の外   
部化」の決定要因について，顧客の能力とモチベ   
ーションの2次元から整理している（S．343－344．）。  
注㈱ ドイツ語圏のコントローリング研究では，原   
価企画とプロセス原価計算は密接に結びついたも   



































のとなっている。わが国や英語圏の原価企画研究   
においては，原価企画の対象は直接費領域を主な   
対象として理論化されている。一方ドイツ語圏の   
原価企画研究では，間接費領域についても原価企   
画の対象とし，プロセス原価計算によってその実   
施を支援するフレームワークが一般的なものとな   
っている。ドイツ語圏における原価企画の需要と   
展開については，尾畑［2000］が詳しい。  
注（7）例外としてCa叩［1974］があげられる。彼は，   
サービス活動の対象（ヒト，モノ，情報，名目財）   
と活動対象にもたらす成果属性（対象自体の属性，   
空間的属性，時間的属性）という2次元から菜種  
・業態を類型化し，その類型化を基礎に適切な経   
常のあり方を考察しようとしている。そのため，彼   
の生産要素体系論はサービス提供を実施する手段   
として補足的に議論されているにすぎない。  
注庸）サービス品質研究についてはIl】本［1999］，サ   
ービス・プロフィット・チェーン研究については   
近藤［2004］，サービス・ブループリンティング研   
究については岡田［2005］を参照されたい。  
榛㈱ Corsten［1997］の序文では，サpビス企業の   
経営上の問題（生産性問題，キャパシティ問題，原   
価管理の問題，品質管理の問題）が実務において   
非常に盤要となっており，これに応じて構成を変   
更した旨が記されている。  
粗10）Corstenはまた，ドイツにおけるマーケテイン   
グ論派のサービス研究との歩み寄りも積極的に行   
っている。例えば本稿で取り上げたCorsten  
［1991，1994］が掲載されている丑奴朋激痛油川併一   
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